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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、ドイツ新教育運動期にあって、先駆的な「合科教授」ないし「総合学習（Gesamutunterricht）」
を編成したことで知られるベルトールト・オットーの教育理論とその実践に関する実証的な研究である。ドイ
ツ新教育に関する国内外の先行研究は比較的多い。本論文は、ドイツ語圏諸国における先行研究を広く把握し、
また日本における先行研究に見られる問題点を鋭く指摘して、オットー学校で実践された教育の体系とその波
及に関する再評価を当時の実践記録や雑誌資料等の分析に基づいて手堅く行っている。以下、全５章及び補論
からなる本論文の要旨に基づいて行われた審査の結果について概述する。 
 序章では、先行研究として代表的な改革教育学者H.ノール、W.シャイべ等及び日本のドイツ教育史家による
オットー教育の評価が、一面的ないし概括的なものに留まっている問題点を指摘して、研究課題を明瞭に設定
している。その際、オットー学校における教育の中心に位置する「総合学習」と他の授業との関係、子どもと
教師の関係を規定する多層的な「協同体（Gemeinschaft）」に着目することによって、その独自な教育体系が的
確に把握されている。 
 第１章では、19世紀末前後のプロイセン・ドイツにおいて、学校教育が画一的で権威主義的であることをベ
ルリン国民学校を事例に挙げて論証している。そして、オットーが形式主義的なへルバルト派教育学を批判し、
またドイツ新教育の旗手たる H.リーツによる田園教育舎とは異なる都市型の協同体学校を志向していた点を
明らかにしている。 
 第２章では、ベルリンに開設されたオットー学校におけるカリキュラムの構造とその特徴を明らかにしてい
る。すなわち、総合学習、教科学習、自治活動という３つの学習活動からなるカリキュラムは、異年齢のコー
ス別によって編成されている。そして、子どもの自発的な学習を助けるために、「自然的学習」という事物を基
礎とする問いと対話の学習を基本的原理とした点に注目する。これまでの先行研究においてしばしば看過され
てきた教師の指導性については、この原理に基づく活動を促進するための環境づくり及び自発的な対話学習を
誘発する働きかけの工夫にその要点がある。とくに環境の連続性を確保するためには学校と家庭との連携が不
可欠であり、教師と親との協同は、田園では実現が困難な都市型の協同体学校像を示しており、その体系的把
握は本論文における独創性を内包するものと評価できる。また、カリキュラムの概念について、固定的なレー
アプラン（Lahrplan）ではなく、学習の観察、反省などを含む学習の軌跡として、レーアガング（Lehrgang）
をオットーが多用していたという興味深い事実を指摘している。 
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 第３章では、「協同体」形成において重要な役割を担う「総合学習」が、オットー教育の優れて特色的な授業
であることを明らかにしている。この総合学習でも前章で述べられた学習原理が貫かれている。すなわち、子
どもの問いと自由な対話を基礎にして、全体とコース別の総合学習がそれぞれ展開する。これら「思考協同体」
並びに「学習協同体」に、教師による支援と子どもの自治活動、そして家庭との交流が介在する有機的なシス
テムが形成されており注目に値する。 
 第４章では、とくに低学年の授業実践に焦点を当てて、教師の指導性について検討している。オットーの娘
であり、オットーの感化を受けてきた教師イルムガルトが残した実践記録を丹念に分析することによって、観
察、省察、構想、探求的実践、修正の過程からなるカリキュラム・デザインが典型的に示された事例として論
証されている。また、同時代的な比較の観点から、先駆的な「合科教授」を導入した奈良女子高等師範学校附
属小学校の授業実践が検討され、オットー学校に類する教育が日本でも試みられていたことを明らかにした。 
 第５章及び補論では、オットー学校の教育、とくに「総合学習」がオットー協会を媒介として公立学校へ波
及する過程を明らかにしている。その中でも、マクデブルク実験学校及びハンブルク協同体学校（テレマン街
学校）を取り上げて、オットー教育が波及した成功例として検証している。 
 本論文は、オットー教育に関する教授学的な再評価及び公立学校への伝播に関して、実践記録や雑誌資料等
に基づく実証的な手法により、説得力をもつ結論が導き出されていると評価できる。ドイツ新教育の中で、オ
ットー学校の教育は、主知主義に対抗する作業主義、芸術主義とは明らかに異なる思潮に位置している。今後
の課題として、オットー教育がその多彩な新教育の広がりに果たした役割や意義について、また戦後の事実教
授、総合学習に繋がる歴史的な研究の発展が望まれる。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
